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なお，次の補足説明があった。 

◇ 大学分の決算残見込みの内訳にある目的積立金については，オープンイノベーション拠点を作る予

定にしていることや，クロスアポイントメントで情報科学に関して海外からの先生を招くためのゲス

トハウス又はゲストルームを新築することを考えている。また，指定国立大学法人を目指すことにな

ると，経常経費における寄附金の割合が非常に大きくなることから寄附金を出来るだけ使うことにし

た結果でもあること，卓越大学院に採択され，学内のある部門は支弁しなければならないところもあ

る。 

 
（特に質疑応答なし） 

 
 
（議事３） 
● 就業規則等の改正について 

（越智学長提案，山田理事（財務・総務担当）説明，別紙３） 
◇ 人事制度の改正に伴い，次に関する規則等を改正すこととする。 

1) 人事院勧告への対応 
2) 広島県の最低賃金の改定への対応 
3) テニュアトラック制度の見直し 
 
以上の提案・説明があり，審議の結果，原案のとおり承認し，各事業場の過半数代表からの意見書

を付して，役員会へ付議することとした。 

 

また，次の質疑応答が行われた。 

・テニュア審査について 

・人事院勧告への対応について 
 
 
（報告１） 
● 平成３０年度部局組織評価における論評について 

（越智学長報告，資料１） 

◇ 本年９月に実施した平成30年度部局組織評価における論評を取り纏め，今後，部局での対応，学長

ヒアリングを実施し，来年３月27日開催予定の経営協議会で意見を伺う予定である旨，報告があった。 
 

（特に質疑応答なし） 

 
 
（報告２） 
● 経営協議会学外委員からの指摘事項への対応について 

（越智学長報告，資料２） 

◇ 今年度開催（第64回）の経営協議会及び意見交換会において，学外委員から指摘された事項への対

応について，報告があった。 
 

（特に質疑応答なし） 
 
 

 
以 上 


